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人文'学'の'最前線 第 ６１回
熊
本
大
学
拠
点
形
成
研
究
事
業
は
、
本
学
に
世
界
水
準
の
研
究
拠
点
を
構
築
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
創
設
さ
れ
た
学
内
共
同
研
究
制
度
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
採
択
さ
れ
た
研
究
を
「
拠
点
Ａ
」
、
今
後
、
こ
れ
ら
を
目
指
す
研
究
を
「
拠
点
Ｂ
」
と
し
て
、
研
究
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
「
世
界
的
文
化
資
源
集
積
と
文
化
資
源
科
学
の
構
築
」
班
（
以
下
、
「
本
研
究
班
」
と
す
る
）
は
、
二
○
○
三
年
度
に
人
文
社
会
科
学
系
の
「
拠
点
Ｂ
」
に
採
択
さ
れ
て
以
降
、
科
学
研
究
費
補
助
金
等
の
外
部
資
金
も
獲
得
し
な
が
ら
共
同
研
究
を
積
み
重
ね
、
こ
れ
ま
で
木
下
尚
子
他
編
「
東
ア
ジ
ア
の
文
化
榊
造
と
日
本
的
展
開
』
（
二
○
○
八
年
、
北
九
州
中
国
書
店
）
、
吉
村
豊
雄
他
編
『
熊
本
藩
の
地
域
社
会
と
行
政
」
（二○○九年、思文閣出版）、『’九世紀熊本藩住民評価・褒賞記録「町
在
」
解
析
目
録
」
（
二
○
○
九
年
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
）
を
上
梓
し
て
き
た
。
本
研
究
班
内
に
は
、
歴
史
学
、
考
古
学
、
文
学
・
民
俗
学
と
い
う
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
に
歴
史
学
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
熊
本
大
学
拠
点
形
成
研
究
「
世
界
的
文
化
資
源
集
積
少
」
文
化
資
源
科
学
の
構
築
」
熊本大学附属図書館貴重資料室における
永青文庫細川家文書の架蔵状況
本
研
究
班
は
、
本
学
が
前
身
校
（
旧
制
第
五
高
等
学
校
等
）
以
来
、
集
積
し
て
き
た
膨
大
な
古
文
書
や
考
古
・
文
学
・
民
俗
資
料
を
有
機
的
に
連
関
さ
せ
て
分
析
し
、
社
会
の
団
体
的
編
成
を
基
本
的
特
質
と
す
る
「
伝
統
日
本
社
会
」
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
共
通
目
的
と
し
て
発
足
し
た
。
こ
の
う
ち
、
古
文
書
に
つ
い
て
言
え
ば
、
本
学
附
属
図
書
館
は
、
近
世
大
名
家
文
書
の
代
表
格
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
、
「
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
」
（
寄
託
）
や
国
指
定
重
要
文
化
財
「
阿
蘇
家
文
書
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
熊
本
藩
世
襲
家
老
の
「
松
井
家
文
書
」
「
有
吉
家
文
書
」
、
藩
内
各
地
の
庄
屋
文
書
等
の
地
方
文
書
を
数
多
く
保
有
し
て
い
る
。
加
え
て
、
文
学
部
日
本
史
研
究
室
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
惣
庄
屋
文
書
（
「
古
閑
家
文
書
」
「
多
田
隈
家
文
書
」
等
）
や
明
治
以
降
の
役
場
文
書
（
「
阿
蘇
郡
小
国
町
役
場
文
書
こ
の
撮
影
を
行
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
領
域
と
し
て
は
ほ
ぼ
旧
熊
本
藩
内
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、
中
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
「
伝
統
日
本
社
会
」
が
形
成
・
確
立
・
発
展
・
崩
壊
す
る
各
段
階
を
、
｜
貫
し
て
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
的
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
前
掲
の
『
熊
本
藩
の
地
域
社
会
と
行
政
』
は
、
そ
う
し
た
史
料
群
を
フ
ル
活
用
し
て
、
熊
本
藩
領
内
の
地
域
社
会
の
あ
り
よ
う
を
、
同
藩
の
重
層
的
行
政
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
で
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
を
編
む
際
、
私
た
ち
が
特
に
意
識
し
た
こ
と
は
、
「
伝
統
日
本
社
会
」
の
特
徴
を
、
第
一
に
中
近
世
移
行
期
か
ら
国
民
国
家
形
成
期
ま
で
を
見
通
す
中
で
描
こ
う
と
し
た
こ
と
、
第
二
に
問
題
を
常
に
東
ア
ジ
ア
史
の
枠
組
み
の
中
で
捉
え
て
叙
述
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
第
二
の
点
は
、
本
学
の
中
国
史
ス
タ
ッ
フ
と
の
議
論
が
な
け
れ
ば
狸
得
で
き
な
か
っ
た
視
点
で
あ
り
、
改
め
て
共
同
研
究
の
メ
リ
ッ
ト
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
成
果
を
受
け
て
、
今
春
、
文
学
部
附
属
「
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
る
。
こ
れ
は
肥
後
銀
行
・
熊
本
県
・
財
団
法
人
永
青
文
庫
の
全
面
協
力
の
下
、
永
青
文
庫
資
料
の
学
術
研
究
の
促
進
と
研
究
成
果
の
社
会
還
元
を
目
指
す
施
設
で
あ
る
。
ま
た
秋
に
は
、
「
町
在
」
解
析
情
報
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
計
画
も
進
行
中
で
あ
る
。
私
た
ち
が
六
年
前
に
蒔
い
た
小
さ
な
種
が
、
戦
前
以
来
の
肥
沃
な
土
壌
の
上
で
、
今
、
大
き
く
育
と
う
と
し
て
い
る
シ
ー
ン
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
へ
熊
本
大
学
文
学
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准
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二
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純
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